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姉妹提携20周年

家族みんなでしっかり朝ごはん。



　

田
原
市
と
設
楽
町
と
の
交
流
は
、
昭
和

58
年
に
小
学
校
同
士
の
交
流
会
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
老
人
会
や
青
年
団
、
議
会
同

士
に
よ
る
交
流
、弓
道
の
交
流
試
合
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

交
流
が
広
が
っ
て
い
く
中
、
平
成
２
年

３
月
24
日
、
田
原
市
（
旧
田
原
町
）
と
設

楽
町
（
旧
津
具
村
）
は
、
姉
妹
提
携
を
締

結
し
、
き
ず
な
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
提
携
に
よ
り
、
設

楽
町
は
田
原
市
に
と
っ
て
初
め
て
の
姉
妹

都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
提
携
の
翌
月
に
完
成
し
た
ペ
ン

シ
ョ
ン
「
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。
田

原
市
が
交
流
拠
点
と
し
て
「
つ
ぐ
高
原
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
内
に
建
設
し
た
こ
の
施

設
は
、
現
在
で
も
設
楽
町
を
訪
れ
る
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

交
流
の
き
っ
か
け

■ 

姉
妹
提
携
を
締
結

❖
交
流
の
背
景
に
あ
る
の
は
﹁
水
﹂

　

昭
和
43
年
に
豊
川
用
水
が
全
面
通
水
し

て
か
ら
、
渥
美
半
島
の
農
業
は
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
発
展
は
、
農

家
の
方
の
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
や

は
り
潤
沢
な
「
水
」
が
あ
っ
て
こ
そ
。
い

ま
や
容
易
に
手
に
入
る
と
錯
覚
し
て
し
ま

い
そ
う
な
「
水
」
は
、上
流
域
に
住
む
方
々

の
理
解
や
協
力
に
よ
り
届
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
下
流
域
に
住
む
私
た
ち
は
理
解

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

田
原
市
の
農
業
や
工
業
を
支
え
る「
水
」

に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
水
で
つ
な
が
る

「
こ
こ
ろ
」
を
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲姉妹提携調印式で握手を交わす当時の柴田芳三・田原
町長（左）と夏目重彦・津具村長（右）

『水』でつながるこころ

田原市・設楽町姉妹提携 20 周年
豊川上下流域として、水の縁でつながっている「海のまち」田原市と「山のまち」設楽町。
姉妹提携をきっかけとして、さらにきずなを深めてきた二つのまち。
今年、提携20周年を迎え、設楽町において記念式典を開催しました。

▶政策推進課☎ 23 局３５０７

●国産木材や間伐材の積極的利
用は、「みどりのダム」として天然の
ダムの役割を果たす森を育てるこ
とにつながります。
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10
月
17
日
（
日
）、
つ
ぐ
高
原
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
お
い
て
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
両
市
町
長
を
は
じ
め
、
両

市
町
議
会
議
員
や
交
流
表
彰
者
な
ど
の
ほ

か
、
設
楽
町
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
田

原
市
民
な
ど
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

◦
記
念
植
樹

　

式
典
に
先
立
ち
、
両
市
町
長
と
両
市
町

議
会
議
長
に
よ
っ
て
、
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た
２
本
の
「
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
」。
こ
れ
は
10
周
年
記
念
の
際
に
も

植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、
10
年
間
の
友
情
の

誓
い
が
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く

よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
春
に
は
花
が
咲
き
、
秋
に
は
紅
葉
が

鮮
や
か
な
こ
の
木
を
、
大
切
に
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　

◦
記
念
式
典

　

記
念
式
典
で

は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
経
過
を
報
告

し
、
交
流
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
団
体

へ
の
感
謝
状
と
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
田
原

市
の
「
渥
美
太
鼓
」
と
設
楽
町
の
「
津
具

天
狗
太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
20

年
の
歩
み
を
祝
い
ま
し
た
。

■ 

20
周
年
記
念
式
典

姉妹提携 20年の歩み
◦昭和５８年

野田小学校と津具小学校との交流が始まる

◦昭和６１年
分収育林の契約を締結

◦平成２年
３月２４日、崋山会館にて姉妹提携調印式を開催
つぐ高原グリーンパーク内に、田原町ふれあいの館（愛
称：グリーンメッセージ）がオープン

◦平成８年
分収育林１０周年記念事業で、田原町民がつぐ高原グ
リーンパーク内で記念植樹

◦平成１１年
分収育林事業に対し、国土緑化推進機構理事賞を
受賞

◦平成１２年
道の駅「田原めっくんはうす」と「つぐ高原グリーンパー
ク」とがテレビ電話で接続される
５月２１日、つぐ高原グリーンパークにて、姉妹提携１０
周年記念式典を開催

◦平成１４年
田原町農業委員会委員が菜の花を津具保育園・津具
小学校にプレゼントし、菜の花交流が始まる

◦平成１８年
市政ぴーあーる講座「知ってる!? 設楽ダム」で、豊邦
地区との交流が始まる

◦平成２０年
田原市泉校区老人クラブと設楽町三都橋地区の交流
が始まる

◦平成２２年
１０月１７日、つぐ高原グリーンパークにて、姉妹提携２０
周年記念式典を開催

▲設楽町の園児を田原市へ招待する菜の花交流

▲設楽ダム講座と豊邦地区の方による五平餅づくり教室

▲グリーンメッセージ横で記念植樹
を行う鈴木克幸・田原市長（左）
と横山光明・設楽町長（右）

◀感謝状の贈呈。田原市側は、Ｎ
ＰＯ法人田原菜の花エコネットワ
ークが菜の花交流、泉校区老人
クラブが設楽町三

み つ は し

都橋地区との
交流の功績により受賞

▲姉妹提携10周年記念式典

▲記念式典のアトラクションで披
露された渥美太鼓

◀同じく披露された津具天狗太鼓

▲記念式典での横山町長あいさつ
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◉
夜
更
か
し
は
欠
食
の
原
因
に

　

夜
更
か
し
を
す
る
と
、
朝
な
か
な
か
起

き
ら
れ
ず
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
時
間
が
な

く
な
っ
た
り
、
夜
食
を
食
べ
て
し
ま
い
、

朝
起
き
て
も
お
腹
が
す
い
て
い

な
か
っ
た
り
と
、
朝
ご
は
ん

の
欠
食
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
早
寝
を
心
掛

け
、
す
っ
き
り
朝
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

◉
早
起
き
で
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト

　

一
日
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
体
内
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
の
は
朝
の
光
。
太
陽
の
光
を

浴
び
る
こ
と
で
体
が
目
覚
め
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
起
き
て
か
ら
30
分
く
ら
い
は

脳
が
寝
ぼ
け
て
い
る
た
め
、
空
腹
を
感
じ

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
早
め

に
起
き
て
、
食

事
の
前
に
顔
を

洗
っ
た
り
、
着

替
え
た
り
、
体

を
動
か
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ

う
。
脳
を
し
っ

か
り
目
覚
め
さ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
お
い
し
く
朝
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
健
康
に
と
っ
て
毎
日
の
朝
ご

は
ん
は
と
て
も
大
切
で
す
。
早
寝
、
早
起

き
で
お
い
し
く
朝
ご
は
ん
を
食
べ
れ
ば
、

心
も
健
康
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
食
卓
を

囲
み
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
一
日
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

早
寝
・
早
起
き
で

お
い
し
い
朝
ご
は
ん

お
い
し
く
食
べ
て

心
も
体
も
元
気
に

家
族
み
ん
な
で

し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
。

　

健
康
的
な
一
日
を
、
家
族
み
ん
な
で
食
べ
る
朝
ご
は
ん
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
。「
夜
更
か
し
を
す
る
」「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
」
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、
学
習
意
欲
や
体
力
・
気
力
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
中
高
年
の
方
の
生
活
習
慣
病
も
不
規

則
な
生
活
に
よ
る
「
欠
食
」
が
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、皆
さ
ん
が
健
康
的
で
明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
に『
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』
を
テ
ー
マ
に
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
な

ど
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。　
　
　

 

▼
健
康
課
23
局
３
５
１
５

■朝ごはんの欠食率（田原市）
みんな朝ごはんを食べるよ
うになってきているけど、
子どもよりも大人の欠食率
の方が高いね。子どもも大
人も朝ごはんを食べる習慣
を身に付けよう。

就学前 小学生 中学生 壮年期男性 壮年期女性

H17

H20

0

5

10

15

20

H17

H20

（％）

◦ヘルシーナちゃん
（詳しくは14ページ）

※壮年期＝30～65歳
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　早起き☀おにぎりキャンペーン
◦みんなで早起き、みんなで食べよう！
　朝ごはんは一日の中でも大切な食事です。そこで健康課では、忙しい朝
の時間に簡単に作ることができて食べやすい“おにぎり”を朝ごはんに取
り入れて「朝食欠食ゼロ」を目指すキャンペーンを実施しています。
　今年度は８月７日（土）、泉校区の江比間地区で開催しました。早起きを

して泉市民館に集まった子どもたちは、ラジオ体操でしっ
かり体を動かし、脳を目覚めさせました。
　その後、具材を選びながら自分たちでおにぎりを作りま
した。江比間自治会・子ども会役員の方、体育指導委員の皆さんにご協力いただき、子ども
たちは早起きして食べる朝ごはんのおいしさを実感していたようです。

◦僕の私のアイデアおにぎり
　早起きおにぎりキャンペーンに参
加した子どもたちから、工夫をこら
したおにぎりのアイデアが届きまし
たので、ご紹介します。
　食に関心を持つことで、よりおい
しくごはんが食べられます。

▲ロケットむすび
　伊藤愛

あ い り

梨さん（泉小４年）
▲スーパーおにぎり
　大久保聖

せ い や

也くん（泉小４年）

■  朝ごはんの健康的な効果

体が目覚める
睡眠中に下がった体温が上
昇し、体が目覚めます。

頭が目覚める
脳にエネルギーが届き、頭がすっ
きり目覚めます。かむことで脳
が活発になります。

排便が促される
消化器系が刺激を受けて、
排便が促されます。朝の排
便習慣で、お出かけ時など
に安心です。

肥満予防になる
朝ごはんを抜くと体はエネル
ギー不足の危険を感じ、昼・夜
ごはんのエネルギーを脂肪とし
て蓄えようとします。

元気になる
人間の活動が活発になるの
は昼間。朝ごはんを食べな
いとエネルギーが不足しま
すが、しっかり食べれば力
がわいて元気になります。

❖忙しい方にこの一冊！
　忙しくてなかなか
朝ごはんを作る時間
のない方に、心強い
一冊ができました。
食を中心としたボラ
ンティア活動を行う

「食生活改善推進員
（食

しょっかい

改さん）」の皆さ
んが、簡単に作れる朝ごはんのレシピ
集をまとめました。
　この「朝ごはんおたすけ B

ブ ッ ク

OOK」は
食改さんが活躍する料理教室や健康教
室で使用していきます。皆さんのご参
加をお待ちしています。

▲市民の皆さんが健康に毎日を過ご
　せるよう、活動を行っている食改さん

家族みんなで
しっかり朝ごはん。
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活
動
の
状
況
、取
り
組
む
上
で
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

❖
市
は
、各
校
区
に
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー︵
職
員
3
名
︶を
派
遣
し
、活
動
推
進

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
重
要
テ
ー
マ

　

各
校
区
に
お
い
て
、特
に
課
題
と
な
っ

て
い
る
重
要
テ
ー
マ
を
選
定
し
、地
域
側

の
現
状
報
告
、解
決
策
の
提
案
、市
の
対

応
に
関
す
る
要
望
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

❖
こ
の
意
見
交
換
に
基
づ
き
、対
策
が
必

要
な
も
の
は
引
き
続
き
地
域
と
担
当
課

に
よ
る
個
別
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、行
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
交

換
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

▼
市
民
協
働
課

23
局
３
５
０
４

市
民
協
働
の
柱
と
な
る
、地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、市
内
20
校
区（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
）の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
報

告
、重
要
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、７
月
28
日（
水
）か
ら
８
月
22

日（
日
）に
か
け
て
、市
内
９
か
所
に
お
い

て
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、市
民
館
な
ど
を
会
場
と
し
、

隣
接
校
区
の
情
報
交
換
を
兼
ね
て
２
、３

の
校
区
の
役
員
と
市
幹
部
職
員
な
ど
、全

会
場
で
延
べ
４
８
９
名
が
参
加
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
、熱
の
こ
も
っ
た
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
校
区
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
報
告

　

平
成
18
年

度
に
各
校
区

で
作
成
さ
れ

た「
校
区
ま
ち

づ
く
り
推
進

計
画
」に
掲
げ

ら
れ
て
い
る

1

■平成22年度行政懇談会開催状況

地
域
課
題
を
考
え
る

校
区
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

開催日 対象校区 会場 参加人数
７月28日（水） 野田・泉 江比間野外活動センター 62名
８月 ５ 日（木） 伊良湖・堀切・和地 小塩津集落センター 57名
８月 ８ 日（日） 高松・赤羽根・若戸 赤羽根文化会館 67名
８月17日（火） 神戸・大草 神戸市民館 49名
８月18日（水） 童浦・田原中部 田原市役所 51名
８月19日（木） 田原南部・衣笠 田原市役所 43名
８月20日（金） 中山・亀山 中山市民館 47名
８月21日（土） 田原東部・六連 田原東部市民館 40名
８月22日（日） 清田・福江 福江市民館 73名

合　　計 489名

●まちづくりの推進状況の説明（童浦
　校区）

●行政懇談会の様子（野田・泉校区）
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●
運
転
免
許
の
更
新
が
可
能
に

　

今
回
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
庁
舎
１
階

に
は
運
転
免
許
更
新
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ

れ
ま
す
。
田
原
市
民
が
免
許

を
更
新
す
る
際
は
、
こ
れ
ま

で
豊
川
市
に
あ
る
東
三
河
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
で
出
向

く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
庁
舎
が
完
成
す
れ

ば
、
優
良
運
転
者
・
違
反
者

問
わ
ず
、
運
転
免
許
を
田
原

警
察
署
で
更
新
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

昭
和
38
年
築
の
現
庁
舎
は
、

県
警
46
署
の
中
で
最
も
古
い

も
の
の
一
つ
。
新
庁
舎
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
４

階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は

現
在
の
２
・
３
倍
、
２
４
１
３

㎡
と
な
る
予
定
で
す
。

▼
政
策
推
進
課


23
局
３
５
０
７

　

老
朽
化
し
た
田
原
警
察
署
の
建
て
替
え

工
事
が
、８
月
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。新

庁
舎
は
平
成
23
年
７
月
末
に
、駐
車
場
は

平
成
24
年
７
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

3
田
原
警
察
署　

新
庁
舎

来
年
７
月
末
完
成
予
定

に
至
り
、９
月
30
日（
木
）を
も
っ
て

正
式
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。取
得
株

式
は
、愛
知
県
・
三
重
県
が
、そ
れ
ぞ

れ
６
万
５
０
０
株
、田
原
市
・
鳥
羽
市

が
、そ
れ
ぞ
れ
２
万
５
９
０
０
株
で

す
。残
り
の
69
万
１
２
０
０
株
に
つ

い
て
は
、運
行
事
業
者
等
の
民
間
が

保
有
し
ま
す
。

　

な
お
、地
元
自
治
体
は
、合
意
書
に

基
づ
き
経
営
基
盤
強
化
や
利
用
促
進

な
ど
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

●
経
営
安
定
へ
新
た
な
一
歩

　

10
月
１
日（
金
）、三
重
県
鳥
羽
市
の
伊

勢
湾
フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い

て
、新
体
制
の
運
行
事
業
者
に
よ
る
鳥
羽

伊
良
湖
航
路
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式
に
は
、運
行
事
業
者
や
地
元
行
政
の

関
係
者
な
ど
が
出
席
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、気
持
ち
も
新
た
に
、フ
ェ
リ
ー
が
伊
良

湖
港
を
目
指
し
て
出
航
し
ま
し
た
。

▼
商
工
観
光
課

23
局
３
５
１
６

●
株
式
の
一
部
を
取
得

　

９
月
22
日（
水
）、田
原
市
議
会
第
３

回
定
例
会
で
、フ
ェ
リ
ー
会
社
の
株
式

２
万
５
９
０
０
株（
約
３
％
）の
取
得
を
含

む
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
を
受
け
、９
月
28
日（
火
）に
は
、親
会
社

か
ら
愛
知
県
・
三
重
県
・
田
原
市
・
鳥
羽
市
・

運
行
事
業
者
へ
の
株
式
の
譲
渡
が
合
意

2
フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

新
体
制
で
船
出
！

●出発式のテープカット

●田原警察署新庁舎の完成イメージ図
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知
っ
て
ほ
し
い

　

 

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境

　

田
原
市
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の
児
童
相
談

（
児
童
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
）
は
１
７
６
件
で
、
そ
の
う
ち
児
童
虐
待
に

関
す
る
新
規
の
相
談
・
通
告
件
数
は
４
件
７
人
で

し
た
。
内
訳
は
、「
心
理
的
虐
待
」
が
１
件
２
人
、

そ
の
他
（
親
の
病
気
に
よ
り
養
育
困
難
な
ど
）
が

３
件
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
相
談
の
件
数

は
、田
原
市
に
お
い
て
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

 

虐
待
が
与
え
る

　

 

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

　

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
と
身
体
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
発
育
・
発
達
の
遅
れ
な
ど
の
身
体

症
状
、
情
緒
不
安
定
、
感
情
抑
制
、
強
い
攻
撃
性

な
ど
の
精
神
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と

れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
行
動
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

極
度
の
自
己
嫌
悪
や
自
殺
願
望
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

薬
物
依
存
に
結
び
つ
い
た
り
、
次
の
世
代
に
引
き

継
が
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

 

子
育
て
の
﹁
つ
ら
さ
﹂
を

　

 

﹁
虐
待
﹂
に
し
な
い
た
め
に

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
虐
待
を
し
て
し
ま
う
親

の
側
に
、
子
育
て
の
悩
み
、
周
囲
か
ら
の
孤
立
、

家
庭
不
和
、経
済
的
な
問
題
、虐
待
を
受
け
て
育
っ

た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
家
庭
全
体

が
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
か
ら
、
親
だ
け
へ
一
方
的
な
非
難
を
浴
び

せ
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、

問
題
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
事
情
を
想
定
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

 

虐
待
の
芽
を
知
ら
せ
る

　

 

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン

　

子
ど
も
や
親
が
発
信
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

や
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
示
し

た
「
た
す
け
て
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）」
の
サ
イ
ン
が
、
す

べ
て
虐
待
に
よ
る
も
の
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
生
活
か
ら
見
て
「
お
か
し

い
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
相
談

機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見すごすな
幼い子どもの Ｓ

エ ス

Ｏ
オ ー

Ｓ
エ ス

１１月は児童虐待防止推進月間です
全国的に、児童虐待に関する相談件数は依然として増加しています。

子どもの生命が奪われる重大な事件も、後を絶ちません。
児童虐待の問題は、社会全体で早急に解決すべき重要な課題です。

子を持つ親はもちろん、地域社会の一員として、
すべての人が、この問題について考えることが必要です。

■田原市の児童相談件数

0 50 100 150 200

H18

H19

H20

H21

（年度）

（件）

70

65

138

176
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「
た
す
け
て
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）」
の
サ
イ
ン

子
ど
も
が
⋮

❖
お
び
え
た
泣
き
方
を
す
る

❖
頻
繁
に
け
が
や
火
傷
を
し
て
い
る

❖
い
つ
も
服
が
汚
れ
て
い
る
、
季
節
に
合
わ
な
い
服
を
着
て
い
る

❖
常
に
お
腹
を
す
か
せ
て
い
る

❖
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い　

な
ど

親
が
⋮

❖
子
ど
も
の
こ
と
で
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

❖
子
ど
も
を
家
や
車
の
中
に
放
置
す
る

❖
罵
声
や
暴
力
行
為
が
あ
る

❖
地
域
と
の
付
き
合
い
を
避
け
て
い
る

❖
い
つ
も
疲
れ
た
様
子
で
笑
顔
が
な
い　

な
ど

子ども虐待防止のシンボル

オレンジリボン

オレンジリボン運動は、平成 16 年９月、栃木県小山市
で幼い兄弟が虐待の末亡くなったという事件を契機に、
小山市の市民団体が子どもへの虐待防止を目指して始め
られたものです。このリボンには、「子どもたちを虐待し
ないで」というメッセージが込められています。

◦子ども虐待に関する連絡先

　虐待と思われる事実を知った方、虐待に
限らず家庭や育児で悩んでいる方は、ぜひ
ご相談ください。個人情報などの秘密は厳
守いたしますので、ご安心ください。

《相談・通報》

▼子育て支援課☎２３局３５１３

▼休日・夜間☎２２局１１１１（代表）

《相談・通報》

▼東三河児童・障害者相談センター（児童相談所）

　☎（０５３２）５４局６４６５

《緊急通報》

▼田原警察署（生活安全課） 

　☎２３局０１１０ （代表）

ネットワークで親子を応援しましょう
子どものＳＯＳに気づき、虐待から守るためには、多くの人の協
力が必要です。地域の皆さんひとり一人がネットワークの一員で
す。「虐待が疑われる事例」があったら、すぐに身近な関係者に相
談や通告を行ってください。通告は、子どもだけでなく、育児を
している親にも救いの手をさしのべる大事なきっかけとなります。

児童相談所

民生児童委員

保健所

市役所 保育園・幼稚園

警察署

学校

医療機関

児童福祉施設

地域住民

＊ネットワークの関係機関
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

9

10

　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り
が
蔵
王
山
展
望
台
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ふ
も
と
か
ら
登
っ
て
き
た
親
子
ら
の

額
に
は
、汗
が
キ
ラ
リ
。恒
例
と
な
っ
た
芝
生
広
場
で

の
野
点
茶
会
、ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
大
道
芸
や
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
で
、約
６
５
０
０
人
が
秋
晴
れ
の
休
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。

蔵
王
山
か
ら
の

景
色
を
満
喫

10
月
10
日［
日
］

　

田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が︵
財
︶愛
知
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
平
成
22
年
度『
活
動
賞
』ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
部
門
を
受
賞
さ
れ
、鈴
木
眞
一
郎
会

長（
加
治
町
）が
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。今
回
の
受

賞
は
、子
ど
も
見
守
り
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
に
貢
献
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞

９
月
29
日［
水
］

　
﹁
国
民
体
育
大
会
﹂の
弓
道
競
技
に
出
場
を
決
め

た
中
川
実
咲
さ
ん（
成
章
高
校
３
年
）が
、田
原
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。中
川
さ
ん
は「
同
級
生
の

思
い
や
、部
の
看
板
を
背
負
う
つ
も
り
で
出
場
し
た

い
。最
後
の
大
会
で
、３
年
間
の
成
果
を
出
し
切
り

た
い
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

栄
冠
を
射
止
め

全
国
の
舞
台
へ
！

９
月
15
日［
水
］

▲華やかなお茶席でおいしい抹茶を味わいました

▲「地域の役に立ち、頼られる組織にしたい」と抱負を話した鈴木会長（左）

▲市長から「自信を持って望んで」と激励された中川さん（中）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

9

10

　

愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
主
催
の
渥
美
半

島
ぐ
る
輪り

ん

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
や
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
に

分
か
れ
、渥
美
半
島
を
自
転
車
で
回
り
ま
す
。約

１
８
０
０
名
の
自
転
車
愛
好
者
た
ち
は
、移
り
ゆ

く
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

田
原
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
赤
羽
根

文
化
広
場
で
開
催
さ
れ
、市
内
10
分
団
か
ら
代
表

１
１
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。成
績
は
次
の
通
り
で

す
。※
敬
称
略　
︻
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
︼優
勝
：
神

戸
分
団
２
号
車（
大
和
尚
志
、福
井
裕
、大
和
利
充
、

福
井
烈
、大
堀
篤
志
）　

準
優
勝
：
福
江
分
団
１
号

車　

３
位
：
野
田
分
団
１
号
車

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼優
勝
：
野
田
分
団
２
号

車（
加
藤
優
、富
田

司
、河
合
雅
俊
、藤
江
泰
希
）　

準
優
勝
：
赤
羽
根
分
団
３
号
車　

３
位
：
神
戸
分

団
３
号
車

風
を
感
じ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
！

10
月
17
日［
日
］

▲白谷海浜公園からスタート。最長の蔵王山登頂＆渥美半島一周コースは約92km

迅
速
な
訓
練
を

消
火
活
動
に
生
か
す

10
月
16
日［
土
］

▲本番さながらの真剣なまなざしで競技に挑む団員たち（福江分団１号車）
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元
赤
羽
根
町
議
会
議
員
の
林
忍
さ
ん

（
越
戸
町
）
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、
高
齢
者
叙
勲
の
旭
日
単
光
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
菰
田
俊
英
さ
ん

（
吉
胡
台
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
委

員
に
渡
邉
峰
男
さ
ん
（
ほ
る
と
台
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
９
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
募
集
人
員
＝
５
名
程
度　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
23
年
１
月
５
日
～
２
月
13
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
博
物
館　

▼
勤
務

内
容
＝
展
示
室
監
視　

▼
勤
務
形
態
＝
火

～
日
曜
日
／
①
午
前
９
時
～
午
後
1
時
②

午
後
1
時
～
５
時
（
交
替
勤
務
）　

▼
賃

金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）
／
応
募
者
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
あ
り　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

年
賀
状
や
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
入

門
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
＝
表
の
と

お
り　

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
（
先
着

順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を

明
記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
／
メ
デ
ィ
ア

研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど

で
も
利
用
で
き
ま
す
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
日
）
午

後
1
時
30
分
～
３
時　

▼
場
所
＝
田
原
文

化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
ハ
ン

ド
ベ
ル
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど　

▼
定

員
＝
40
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
24
日
（
水
）
か

ら
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
受
章

田
原
市
臨
時
職
員

（
田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員
）

■パソコン教室
コース 開催日 時間

はじめての方のパソコン入門 12/7（火）・12/9（木）
12/14（火）・12/16（木） 13:30～16:30

年賀状作成 12/7（火）・12/9（木） 9:30～11:30

カレンダー作成 12/21（火） 13:30～16:30

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
　使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007

教
育
委
員
会
委
員

渡邉峰
み ね お

男さん

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座「
ゆ
か
い
な

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」 

参
加
者
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▼
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
内
容
／
参
加

料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
20
名
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
、

頭
に
も
体
操
が
必
要
で
す
。
脳
が
元
気
に

な
る
だ
け
で
な
く
、友
達
が
で
き
、生
活
が

楽
し
く
な
る
教
室
で
す
。サ
ポ
ー
タ
ー（
学

習
支
援
者
）と
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
市
民
の

方
で
、
毎
週
１
回
教
室
へ
の
参
加
と
毎
日

10
分
程
度
の
自
宅
学
習
が
可
能
な
方

▼
学
習
期
間
＝
12
月
～
平
成
23
年
５
月

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　

▼
場
所
／

期
日
＝
①
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
毎
週
木

曜
日
②
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
／
毎
週
火

曜
日　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時
30
分
の
間
で
30
分
程
度　

▼
内
容
＝

読
み
書
き
・
簡
単
な
計
算
の
学
習　

▼
定

員
＝
各
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝

月
額
２
２
０
０
円
（
教
材
費
）　

▼
申
し

込
み
＝
11
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

～
親
子
で
地
産
地
消
を
体
験
！
土
鍋
で

　

ほ
っ
こ
り
“
産
直
温
野
菜
”
～

　
“
農
業
王
国
”
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ

れ
る
旬
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
み
か
わ
ポ
ー
ク
を

使
っ
て
、親
子
で
土
鍋
蒸
し
を
作
り
ま
す
。

　

食
育
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
や
食

彩
村
で
の
お
買
い
物
体
験
な
ど
も
楽
し
め

ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者　

▼
日
時
＝
①
11
月
27
日
（
土
）

②
11
月
28
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
11
時

～
午
後
1
時　

▼
場
所
＝
あ
ぐ
り
パ
ー
ク

食
彩
村
（
豊
橋
市
東
七
根
町
）　

▼
定
員

＝
各
日
10
組
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

▼
受
講
料
＝
１
組
１
０
０
０
円
程

度
（
食
材
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
15

日
（
月
）
ま
で
に
、参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
日

を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
に
て

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

　

地
域
全
体
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者

に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

そ
の
自
立
と
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
内
容
＝
①
式
典
：
精
神
保
健
福
祉
功
労

者
感
謝
状
授
与
な
ど
②
つ
ボ
イ
ノ
リ
オ

氏
、小
高
直
子
・
荒
井
千
里
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
午
後
１
時
30
分

～
３
時
）
③
バ
ザ
ー
・
展
示
：
作
業
所
な

ど
の
製
品
販
売
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

④
交
流
コ
ー
ナ
ー
：
作
業
所
体
験
、
ゲ
ー

ム
な
ど
⑤
相
談
コ
ー
ナ
ー
：
心
の
健
康
相

談
、
障
害
者
職
業
相
談
な
ど　

▼
主
催
＝

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ハ
ー

ト･

イ
ン
・
東
三
河
」
実
行
委
員
会　

▼
そ
の
他
＝
「
福
祉
の
つ
ど
い
」（
田
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
を
同
日
開
催

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

吉
胡
貝
塚
資
料
館

秋
・
冬
の
体
験
学
習　

参
加
者

■吉胡貝塚資料館　秋・冬の体験学習
日時 講座名 内容 参加料

11/28（日）
13：00～16：00 縄文クッキーづくり どんぐりをすりつぶしてクッキーを作

ります。 100円

12/19（日）
13：00～16：00 しめ縄・わら工芸 お正月用のしめ縄と来年の干支うさぎ

のわら細工を作ります。 200円

H23/1/23（日）
13：00～16：00 たこ作り 田原伝統のたこ作り。吉胡貝塚の丘で

素敵な音楽に乗せて飛ばしましょう。 200円

H23/1/30（日）
13：00～16：00 つる編みのかごづくり 野山に生えるつるを使い、素朴なかご

を作ります。 300円

H23/2/6（日）
9：30～12：00 縄文コースターづくり 編布（あんぎん）という編み方でコー

スターを作ります。 100円

豊
橋
田
原
親
子
食
育
講
座

受
講
者

い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室

参
加
者

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ハ
ー
ト・イ
ン・
東
三
河
」を
開
催
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「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
日
ご
ろ
か

ら
あ
な
た
と
家
族
の
診
療
や
健
康
づ
く
り

を
気
軽
に
相
談
で
き
、
親
切
に
説
明
し
て

く
れ
る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。

　

病
気
の
予
防
を
含
め
健
康
管
理
や
生
活

改
善
に
つ
い
て
の
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
、
ま
た
他
の
病
院
と
連
携
し
て

い
る
の
で
、
入
院
や
検
査
が
必
要
な
と
き

な
ど
は
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

❖
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト

◦
自
宅
や
勤
務
地
か
ら
近
く
、
通
院
に
便

利
。

◦
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
も
ら
え
、
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
。

◦
病
気
や
治
療
の
方
法
、
薬
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
。

◦
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
な
専
門
医
や
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

健
康
た
は
ら
21
計
画
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
97

通
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
考

の
結
果
、『
ヘ
ル
シ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
』（
応
募

数
２
通
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
か

わ
い
く
て
親

し
み
や
す
い

こ
の
名
前
と

顔
を
覚
え
て

く
だ
さ
い
。
市
で
は
『
ヘ
ル
シ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
』

と
と
も
に
健
康
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

平
成
22
年
度
防
火
標
語

『
消
し
た
か
な
』 
あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
ゴ
ミ

焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

　

田
原
市
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
か

ら
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
ま

だ
取
り
付
け
て
い
な
い
方
は
早
急
に
取
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。
設
置
に
関
す
る
ご
相

談
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❖
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。 

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

❖
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策 

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作

る
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

休
日
な
ど
の
夜
間
に
子
ど
も
の
急
病
で

困
っ
た
と
き
、
看
護
師
（
難
し
い
事
例
は

小
児
科
医
）
に
よ
る
電
話
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

▼
相
談
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始　

▼
受
付
時
間
＝
午
後
７
時
～
11
時

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
中
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り

し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
方
の
事
情
を
早
期

に
把
握
す
る
た
め
、
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
れ
は
、ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
調
査
票
の
い
ず
れ
の
項
目
に
も
当
て

は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
場
合
に
は
、
具
体
的
な
裁
判

の
日
程
を
前
提
に
、
あ
ら
た
め
て
辞
退
の

ご
希
望
を
伺
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
名
古
屋
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎（
０
５
２
）２
０
３
局
９
０
９
２

健
康
た
は
ら
21
計
画
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
愛
称「
ヘ
ル
シ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
火
）～
15
日（
月
）

小
児
救
急
電
話
相
談
＃
８
０
０
０

＃
８
０
０
０（
短
縮
番
号
）

ま
た
は
☎（
０
５
２
）２
６
３
局
９
９
０
９

▲ヘルシーナちゃん

裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

平成22年11月1日 　  　　　　　　　　│ 14 │



前
10
時
～　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育

館　

▼
対
象
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
1

▼
対
象
＝
農
業
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

ま
た
は
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作
業
の

す
べ
て
の
委
託
を
受
け
て
農
作
業
を
行
っ

て
い
る
方　

▼
日
時
＝
12
月
３
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）
大
会
議

室
（
３
階
）　

▼
内
容
＝
申
請
に
必
要
な

も
の
、
免
税
の
対
象
と
な
る
機
械
な
ど
の

説
明
、
申
請
に
係
る
書
類
の
配
布

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
販
売
日
＝
平
成
23
年
５
月
上
旬　

▼
販

売
価
格
＝
１
万
円
（
税
込
み
）
予
定　

▼
機
能
＝
①
地
形
図
デ
ー
タ
（
航
空
写
真

デ
ー
タ
含
む
）
②
都
市
計
画
デ
ー
タ
（
用

途
地
域
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
）
③
上
記

デ
ー
タ
の
表
示
（
拡
大
・
縮
小
）、
印
刷
、

編
集
、
計
測
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
平
成

23
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、

購
入
枚
数
・
住

所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp

　

す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
～

▼
場
所
＝
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し

▼
参
加
料
＝
無
料

▪
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時　

▼
対

象
＝
小
中
学
生
の
保
護
者
お
よ
び
家
庭
教

育
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
発
表
＝
田
原
市

（
堀
切
校
区
青
少
年
健
全
育
成
会
）

▪
子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

▼
時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時
30
分　

▼
対

象
＝
親
子
と
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
内
容
＝
親
子
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
子
育
て
を
考
え
ま
す
。（
親
子
工
作
・
親

子
体
操
・
読
み
聞
か
せ
・
作
品
展
示
な
ど
）

▪
講
演
会

▼
時
間
＝
午
後
２
時
40
分
～
４
時　

▼
演

題
＝
「
絵
本
の
魅
力
、
絵
本
の
力
」
～
自

然
の
歌
を
き
き
な
が
ら
～　

▼
講
師
＝
村

上
康
成
氏
（
絵
本
作
家
）　

※
親
子
で
参

加
で
き
ま
す
。（
５
歳
以
上
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

平
成
23
年
田
原
市
成
人
式
の
案
内
状

を
、
11
月
30
日
現
在
で
田
原
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
、
12
月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

な
お
、
成
人
式
に
は
市
外
に
住
所
が

あ
っ
て
も
田
原
市
出
身
者
で
あ
れ
ば
参
加

で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
10

日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
平
成
23
年
田
原
市
成
人
式

▼
日
時
＝
平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）
午

　

市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
を
目
的
と
し
た「
省
エ
ネ
資
材
導
入
補
助

事
業
」の
追
加
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
宅
や
施
設
を
持
つ

市
民
お
よ
び
事
業
者　

▼
補
助
対
象
＝
複

層
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
、
断
熱
材
な
ど

の
省
エ
ネ
資
材
の
導
入
事
業
（
平
成
22
年

４
月
１
日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
）　

▼
補

助
額
＝
総
事
業
費
（
補
助
対
象
施
設
整
備

費
）
の
３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）　

▼
申
請
期
間
＝
12
月
１
日
（
水
）
～
10
日

（
金
）
の
期
間　

▼
受
付
件
数
＝
４
件
（
申

請
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

平
成
21
年
度
撮
影
の
航
空
写
真
を
基
に

し
た
田
原
市
の
都
市
計
画
基
本
図
（
Ｃ
シ
ー
デ
ィ
ーＤ

－
Ｒロ

ム
Ｏ
Ｍ
版
）
の
販
売
に
あ
た
り
、
事
前

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

田原市議会議員
一般選挙

❖投票日：平成23年１月30日日
　　（告示日：平成23年１月23日日）

※詳しくは広報たはら 12 月１日号
　でお知らせします。
▶田原市選挙管理委員会
　（総務課内）☎ 23 局３５０６

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材
導
入

補
助
事
業
の
追
加
申
請

田
原
市
成
人
式

田
原
市
都
市
計
画
基
本
図

（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
）購
入
事
前
申
し
込
み

▲平成17度作成のＣＤ－ＲＯＭ版

子
育
て
支
援
・
地
域
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

軽
油
引
取
税
免
税
手
続
き
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催

│ 15 │　　　　　　　　　　平成22年11月1日



　

こ
れ
ま

で
、
営
農

証
明
書
な

ど
の
受
領

は
農
業
委

員
会
事
務

局
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
前
に
農
業
委
員
会

事
務
局
に
電
話
予
約
す
る
こ
と
で
、
渥
美

支
所
地
域
課
ま
た
は
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）
の
窓
口
で
も
受

領
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

　

年
末
に
な
る
と
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
多
く
な
り
、
年
内
に
作
業
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
く
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
20
日
（
月
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
計
画
収
集

地
区
は
除
く
）

▼
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
休
業
日
＝
12

月
29
日（
水
）～
平
成
23
年
１
月
３
日（
月
）

❖
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を
！

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
は
、
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
留
守
に
す
る
と
き
に
は
、
水
（
バ
ケ
ツ

２
杯
程
度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０　

45
局
３
５
３
７

　

愛
知
県
最
低
賃
金
が
10
月
24
日
か
ら
時

間
額
７
４
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

（
７
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
改
正

な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す
。
今
後
の

改
正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
２

　

信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
が
金
融
機
関
か
ら
事
業
に
必
要
な
資

金
を
借
入
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
保
証
人
と

な
っ
て
必
要
な
事
業
資
金
を
借
り
や
す
く

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
る
方
の
創
業
資

金
、
事
業
の
安
定
と
発
展
の
た
め
に
必
要

な
事
業
資
金
な
ど
の
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
月
）
か
ら
毎
月
第

１
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所
＝

田
原
市
商
工
会
１
階 

小
会
議
室　

▼
申

し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
商
工
会
☎
22
局
６
６
６
６

▼
愛
知
県
信
用
保
証
協
会
総
合
相
談
室

　

０
１
２
０（
４
５
４
）７
５
４

　

平
成
23
年
度
入
校
の
普
通
課
程
訓
練
生

（
訓
練
期
間
２
年
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
科
目
＝
建
築
デ
ザ
イ
ン
科　

▼
対
象
＝

高
等
学
校
お
よ
び
大
学
卒
業
予
定
者
を
含

む
18
歳
～
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
就
職
意

欲
が
あ
る
方　

▼
募
集
期
間
＝
平
成
23
年

１
月
５
日
（
水
）
～
２
月
８
日
（
火
）　

▼
選
考
日
＝
平
成
23
年
２
月
18
日
（
金
）

▼
試
験
内
容
＝
一
般
教
養
試
験
、
面
接

▼
定
員
＝
20
名　

▼
入
校
検
定
料
＝

４
４
０
０
円
（
愛
知
県
証
紙
を
入
校
願
書

に
貼
り
付
け
）　

▼
出
願
方
法
＝
入
校
願
書

と
志
望
理
由
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
（
入
校
願
書

な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
電
話
に
て
請
求
）
▼
入
学
後
の

経
費
＝
年
間
授
業
料
、
教
科
書
代
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

（
〒
４
６
２

－

０
０
２
３　

名
古
屋
市
北

区
安
井
２

－

４

－

48
）

☎（
０
５
２
）９
１
７
局
６
７
１
１

　

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/shugyo/

koukyou/nagoya/nyukou_f.htm
l

　

赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
の

樹
木
を
剪
定
し
た
枝
や
草
な
ど
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
清
掃
管
理
課
ま
た
は
各
資

源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
家
庭
の

剪
定
枝
等
搬
入
届
出
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
搬
入
時
に
提
出

❖
搬
入
時
は
種
類
ご
と
に
仕
分
け
を

◦
枝・木
＝
長
さ
約
２
ｍ
に
切
り
、直
径
10
㎝

以
上
の
幹
は
枝
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
竹
・
笹
＝
車
に
積
み
込
ん
で
搬
入
で
き

る
程
度
の
長
さ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
草
＝
土
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
建
設
工
事
な
ど
に
伴
う
木
・
竹
な
ど
、

産
業
廃
棄
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正

愛
知
県
信
用
保
証
協
会
に
よ
る

「
定
例
金
融
相
談
会
」を
開
催

営
農
証
明
書
な
ど
の
受
領
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

普
通
課
程　

試
験

家
庭
の
庭
か
ら
出
た
枝
木
類

搬
入
時
は
仕
分
け
を
お
願
い
し
ま
す
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▼
対
象
／
訓
練
科
目
／
定
員
／
募
集
期
間

／
選
考
日
＝
表
の
と
お
り　
▼
入
校
日
＝
平

成
23
年
４
月
７
日（
木
）　
▼
在
校
期
間
＝
１

年　

▼
出
願
方
法
＝
豊
橋
公
共
職
業
安
定

所
で
職
業
相
談
を
行
い
、
入
学
願
書
と
健
康

診
断
書
を
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
へ
提
出

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
25
日
（
木
）
午
後
１
時
～

３
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
対
象
＝
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
児
童
の

家
族
な
ど　

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝

豊
川
市
社
会
福
祉
会
館
（
ウ
ィ
ズ
豊
川
）

▼
内
容
＝
親
や
家
族
が
取
り
組
む
キ
ー

ワ
ー
ド　

▼
講
師
＝
伊
藤
進
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
で
し
こ
の
会 
理
事
長
）　

▼
定
員

＝
40
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所　

健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
６
２
６

　
（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

▼
対
象
＝
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
家
族

▼
日
時
＝
①
12
月
９
日
（
木
）
②
12
月
14
日

（
火
）
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時　
▼
場
所
＝
豊
川
市
総
合
体
育
館

▼
内
容
＝
①
う
つ
病
へ
の
理
解
②
う
つ
病
の

人
の
治
療
を
支
え
る
制
度
に
つ
い
て　

▼
定

員
＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所　

健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
６
２
６

　
（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年

６
月
16
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご

存
命
の
方　

▼
請
求
受
付
期
間
＝
平
成
24

年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当
（
受
付
時

間
：
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

◎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４

◎
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
は

☎（
03
）５
８
６
０
局
２
７
４
８

　

夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職

場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
11
月
15
日
（
月
）
～
11
月
21
日

（
日
）　

▼
相
談
時
間
＝
【
月
～
金
曜
日
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時　
【
土
・
日

曜
日
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

弁
護
士
に
よ
る
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

相
談
専
用 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

う
つ
病
家
族
教
室
を
開
催

無
料
巡
回
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
き
こ
も
り
家
族
講
演
会
を
開
催

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

試
験

■愛知障害者職業能力開発校 試験
対象 訓練科目 定員 募集期間 選考日

障がい者

情報システム科 20名

12/17（金）まで
H23/1/15（土）

または
H23/1/16（日）

ＯＡビジネス科 30名

ＣＡＤ設計科
機械コース 
建築コース

15名
15名

デザイン科
ＷＥＢコース
ＤＴＰコース

20名
10名

知的障がい者 総合実務科 15名 11/26（金）まで 12/12（日）
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ス
ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円

以
下
の
も
の
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、	P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

に
対
応
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
た

だ
し
、
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　

相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
な
ど
に
係

る
年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
直
接
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

▼
対
象
＝
法
人
・
個
人
の
青
色
申
告
を
さ

れ
る
方
お
よ
び
白
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（
水
） 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

平
成
22
年
分
の
青
色
申

告
決
算
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
青
色
申
告
を
さ

れ
る
方　

▼
日
時
＝
12
月

３
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
記
載
方
法
の
説
明　

▼
そ
の
他
＝
青
色
申
告
書
、
収
支
内
訳
書

な
ど
の
用
紙
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
告
書
の
提
出
は

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
直
接
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限

は
、
11
月
30
日
（
火
）
で
す
。
11
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

最
寄
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

等
割
（
４
５
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
が
１
０
０
万
円
以
上
の
方

に
は
、
こ
の
均
等
割
に
加
え
、
所
得
割

も
課
税
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
収
が

１
０
３
万
円
を
超
え
る
と
、
所
得
税
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

▪
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
夫
の
妻
が
パ
ー
ト
で
働

く
場
合
、
妻
の
パ
ー
ト
に
よ
る
年
収
が

１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、『
配
偶
者

控
除（
所
得
税
38
万
円
、住
民
税
33
万
円
）』

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
、

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で

も
、
１
４
１
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階

的
に
『
配
偶
者
特
別
控
除
』
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別

控
除
を
併
用
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
夫
の
合
計
所
得
が
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
年
に
は
、
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

■
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
22
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
屋
に
か
か
る

固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在

で
「
家
屋
課
税
台

帳
」
に
登
録
さ
れ

て
い
る
所
有
者
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必
ず
年

内
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が

な
い
場
合
、取
り
壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
行
う
家
屋
に
つ
い
て
は
、
届
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、
年
収
が

93
万
円
を
超
え
る
方
に
は
、
住
民
税
の
均

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

パ
ー
ト
収
入
と
税

年
末
調
整
説
明
会

青
色
申
告
決
算
説
明
会

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

相
続
な
ど
に
係
る
生
命
保
険
契
約

な
ど
に
基
づ
く
年
金
に
つ
い
て
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～11/11木
田原市・設楽町姉妹提携20周年

田原市民まつり

11/12金～11/25木
田原市消防団ポンプ操法大会

野尻小矢佳　出前コンサート

11/26金～12/9木
表浜自然ふれあいフェスティバル

ハートイン東三河・福祉のつどい

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

11月 提携20周年を迎えて
姉妹都市　米国ジョージタウン市・設楽町

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：30 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
11
月
21
日
㊐　

文
化
ホ
ー
ル
支
援
事
業

ネ
パ
ー
ル
民
族
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
風
﹂

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
開
演（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
赤
羽
根
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
券
５
０
０
円
、
当
日

１
０
０
０
円
／
前
売
券
は
左
記
文
化
会

館
な
ど
で
発
売

▼
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
風
実
行
委
員
会
（
田
中
）

☎
22
局
２
３
８
２

◉
11
月
21
日
㊐

サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
新
鮮
な
地
元
産
農
畜
産
物
の
直
売

の
ほ
か
、各
種
模
擬
店
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、

餅
投
げ
、
シ
ョ
ー
イ
ベ
ン
ト
、
乳
し
ぼ

り
体
験
、
Ｆ
Ｍ
豊
橋
生
放
送
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓
子

付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
、
文
化
会
館
な
ど
で
販

売
中

託
児
▼
11
月
11
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

◉
11
月
23
日
㊋
・

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
お
ー
た
む
コ
ン
サ
ー
ト
﹂︵
合
唱
︶

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

◉
11
月
28
日
㊐

愛
知
県
民
茶
会
︵
三
河
部
︶

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
田
原
文
化
広
場
、
池
ノ
原
会
館

茶
券
▼
前
売
券
＝
８
０
０
円
（
２
席
）、

当
日
券
＝
５
０
０
円
（
１
席
）
／
前
売

券
は
田
原
市
文
化
協
会
（
田
原
文
化
会

館
内
）
で
販
売

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
11
月
11
日
㊍

講
座
﹁
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
﹂

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
伝
記
を
読
む

－

そ
の
３

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

◉
11
月
21
日
㊐

食
農
教
育
体
験
教
室

﹁
乳
し
ぼ
り
体
験
教
室
﹂

時
間
▼
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら 

ポ
ニ
ー

牧
場
横

定
員
▼
各
回
80
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

そ
の
他
▼
し
ぼ
っ
た
乳
は
、
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
安
全
の
た
め
、
怖
が

る
お
子
さ
ん

の
参
加
は
お

断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ

い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

◉
11
月
21
日
㊐　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

深
秋
を
い
ざ
な
う
～
２ツ

ー

ヴ
ォ
イ
ス
シ
ン

ガ
ー
・
イ
ザ
ナ
ギ
Ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
の
世
界
と
ピ

ア
ニ
ス
ト
宮
部
ま
ど
か
の
世
界
～

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
▼
イ
ザ
ナ
ギ
Ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
、宮
部
ま
ど
か

月
の
イ
ベ
ン
ト

NOV

11
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◉
12
月
５
日
㊐　
※
小
雨
決
行

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

コ
ー
ス
▼
赤
羽
根
校
区
内 

約
６
㎞

集
合
場
所
▼
赤
羽
根
文
化
会
館

対
象
▼
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

参
加
料
▼
１
名
１
０
０
円（
当
日
、受
付
に
て
）

申
し
込
み
▼
①
生
涯
学
習
課
、
田
原
・
赤

羽
根
文
化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
、
田

原
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、用
紙
配
布
先
に
提
出
②
住
所・氏
名・

生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

申
し
込
み
期
限
▼
11
月
25
日
（
木
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

◉
12
月
12
日
㊐　

渥
美
半
島
城
め
ぐ
り
︵
バ
ス
見
学
︶

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

集
合
・
解
散
▼
田
原
市
役
所

内
容
▼
市
内
の
城
跡
を
見
学
し
、
城
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

定
員
▼
20
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
▼
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

申
し
込
み
▼
11
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

◉
12
月
19
日
㊐　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

天
使
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
運
ん
で
き
た
！

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
▼
豊
橋
少
年
少
女
合
唱
団
／
指
揮
＝

田
辺
菜
美
子
氏

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク・
お
菓
子

付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
発
売

託
児
▼
12
月
９
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

宝くじ文化公演

人形劇「よだかの★星/
セロ弾きのゴーシュ」
宮沢賢治の名作を人形劇俳優“たいらじょう”の全身
を使ってのパフォーマンスでご覧ください。小学校
高学年から大人向けの人気作品です。

日 時　12月12日（日）午後２時開演
（30分前開場）

場 所　田原文化会館多目的ホール
入 場 料　一般1,000円　高校生以下500円

※宝くじの助成による特別料金/未就学児の入場不可

12/12 ㊐ 

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12

全席自由

チケット

販売中

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

11月11日㊍・12月9日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545
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子
育
て
で
大
切
な
「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」

❖
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
心
の
栄
養

　

昔
は
、「
抱
き
癖
が
つ
く
か
ら
あ
ま
り
抱
っ

こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
人
も
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
、「
泣
い
た
ら
抱
っ
こ
」（
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
）
の
子
育

て
が
大
切
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ

ん
は
、「
自
分
は

大
切
に
さ
れ
て
い

る
」「
自
分
の
こ

と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い

る
」「
安
心
し
て
い
い
ん
だ
」
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
情
緒
が
安
定
し
、
生
き
る
力
が

養
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
を
す
る
親
は
、
ま
す
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
が
「
か
わ
い
い
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
、
愛
着
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

❖
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
子
育
て
を
楽
し
も
う

　

ス
キ
ン
シ
ッ

プ
は
、
特
別

な
こ
と
で

は
あ
り
ま

せ
ん
。「
泣

い
た
ら
抱
っ
こ

し
て
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
」「
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し

め
る
」「“
よ
し
よ
し
”
と
頭
を
な
で
る
」「
笑

顔
で
名
前
を
呼
ぶ
」「“
オ
ム
ツ
替
え
る
ね
”

と
お
世
話
す
る
内
容
を
言
葉
に
し
て
話
し
か

け
る
」「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
」
な

ど
で
い
い
の
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
笑
う
と

子
育
て
が
楽
し
く

な
り
、
幸
せ

な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を

し
て
子
育
て
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
子
育
て
に
関
す
る
心
配
や
悩
み
は
、
健
康

課
保
健
師
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） １２月１４日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室
１２月　８日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話１２月１５日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

１２月　６日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）１２月　７日（火）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

１２月１０日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

11月7日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
ふくい眼科 ☎22局5878
藤井歯科医院 ☎45局2123

11月14日（日）
渡会医院 ☎45局2516
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
花井歯科医院 ☎23局1661

11月21日（日）
富永医院 ☎23局1316
田原歯科クリニック ☎23局1626

月　日 当直医 電話番号

11月23日（火・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
歯科尾崎医院 ☎22局0684

11月28日（日）
永井医院 ☎22局0227
金田歯科医院 ☎24局1800

12月5日（日）
宮木内科 ☎23局0232
岡田医院 ☎37局0001
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
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11月 1日（月）・8日（月）・12日（金）・15日（月）・22日（月）・
２９日（月）

12月 6日（月）・10日（金）・13日（月）・20日（月）・27日（月）
＊年末年始のお休み　12/28（火）～1/4（火）Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース １１月展示
コーナー

おはなし会

 連続おはなし会
　３回参加すると折り紙ですてきな絵が完成！

▼日時＝12月4日圡・11日圡14:00～
　　　　12月25日圡10:30～

▼場所＝渥美図書館おはなしコーナー

 手作り教室「糸を織ってコースターをつくろう」

▼日時＝12月23日㊍・㊗10：30～

▼場所＝渥美図書館会議室

▼対象・定員＝小学生および中学生・15名（先着順）

▼参加費・持ち物＝無料・はさみ

▼申し込み＝11月13日圡10:00から直接または電話
にて（家族以外の代理による申し込みは不可）

 人形劇「風邪をひいた貧乏神」

▼日時＝12月11日圡10:30～

▼場所＝渥美文化会館多目的ホール

▼定員＝90名（入場無料・先着順・事前申し込み不要）

 「永久丸漂流のこと」～見えてくる幕末期の日本と世界～

　渥美半島版ジョン万次郎について学んでみよう！

▼日時＝12月18日圡13:30～15:30

▼場所＝渥美文化会館大会議室

▼対象・定員＝どなたでも・40名程度（先着順）

▼講師＝山田哲夫氏

▼参加費・持ち物＝無料・筆記用具

▼申し込み＝11月13日圡10:00から直接または電話
にて

◉渥美図書館☎33局１１１４

◎一般 「ちょっと怒ってみました」
11月13日圡～12月9日㊍
普段の暮らしの中で、怒れてくることはありません
か。今回は、「怒り」に関する本を、さまざまな視点か
らユーモアも交えて集めてみました。

◎こどもしつ 「たのしい！うれしい！クリスマス」
11月13日圡～12月25日圡
今年のクリスマスも図書館で楽しもう！いろいろな
本がお待ちしてます。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／12月4日圡15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／11月10日氺10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／11月16日㊋10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）　

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／11月21日㊐ ・12月４日圡10:30～　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／11月13日圡・12月４日圡14:00～
　　　11月27日圡10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ　対象／乳幼児～小学生

　

テ
ィ
ー
ン
ズ
と
は
、
子
ど
も
と
大
人
の

中
間
世
代
で
あ
る
10
代
の
人
た
ち
の
こ
と
。

中
央
図
書
館
と
渥
美
図
書
館
に
は
、
10
代

を
対
象
と
し
た
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。「
児
童
書
で
は
物
足
り

な
い
け
れ
ど
、
大
人
向
け
の
一
般
書
は
難

し
い
」「
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
⋮
」
と
い
う
10
代
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
進
路
・
進
学
、
小
説
、
趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
、
心
や
体
に
つ
い
て
の
本
、
各

分
野
の
入
門
書
な
ど
、
楽
し
め
る
本
や
役

立
つ
本
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
央
図
書
館

に
は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
レ

ビ
ュ
ー
「
み
ど
り
の
翼
」
で
紹
介
し
た
お

す
す
め
の
本
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
投
稿
イ

ラ
ス
ト
・
コ
メ
ン
ト
を
飾
る
掲
示
板
、
友

達
と
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る「
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー

ム
」
も
あ
り
ま
す
。
対
象
は
10
代
で
す
が
、

ど
な
た
で
も

ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
テ
ィ
ー

ン
ズ
コ
ー

ナ
ー
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
へ

よ
う
こ
そ
！▲ティーンズコーナーの書架

渥美図書館 クリスマスイベント

渥美図書館講座「歴史・文学探訪」
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肩の真下にくるように、ひじを
ついて横になる。

息を吐きながらお尻を持ち上
げ、肩から足先までが一直線
になるように、お腹とお尻を引
き締める。そのままの姿勢で
深い呼吸をし、20秒ほどキー
プする。

息を吐きながら　の姿勢に
戻す。

※　～　を３回程度繰り返
　し、反対側も同様に行う。

生涯学習課　２３局3531

横になってひじをつき、体を持ち上げるだけのかん
たんな動きです。実際に行ってみるとキツイ動きで、
首から尾骨までの体幹部がしっかり鍛えられます。
少しずつでも継続することで、ウエストが引き締めら
れます。

かんたんな動きでウエスト
引き締め！

１

２

３

１

１

２

３

１ ３

２9２9
　　広報たはらの15日号のページ数
を増やすなど、もう少し充実できませ
んか？

Ｑ

　　　　　　　「広報たはら」の１５日号では、１日
号とは性格を変え、地域の話題やタイムリーな話題
などをお届けできるように心がけています。皆さん
からの市民活動情報や広報サポーターの記事を掲
載し、お知らせページは最小限とし、より気軽に読ん
でいただけるように、１２ページを基本としています。
　掲載して欲しい内容などが
ありましたら、ご意見をお寄
せください。また、市民の皆
さんからの投稿記事も募集し
ていますので、ぜひ身近な話
題をお寄せください。

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「ぱくぱくポンポン人
にんぎょう

形」
お口をパクパク！ポンポンでい
ろいろな動物を作ってみよう。
開催期間
◦11月２日（火）～30日（火）
　※日曜・祝日は除く

◉11月
が つ

のチャレンジ

「マジカル・アイ」
じっと見ていると、絵が立体的に
なって見えてくるよ！
開催期間
◦11月２日（火）～30日（火）

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

　１日（月）、８日（月）、　15日（月）、22日（月）、
　24日（水）、29日（月）

1１ 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）
日時◦11月17日（水） 午前10時～
テーマ◦家族のあり方・ふれあい方
　　　　（父親・母親の役割）

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦11月18日（木） 午前10時30分～

▲かわいい動物を作れるかな？ ▲不思議な感覚を体験しよう！

親子で楽しく運動
をしてみてはいか
がでしょうか。蔵
王山ハイキングも
オススメです。
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11

の今月　納税・使用料

火11月３０日

国民健康保険税
（第６期分）

後期高齢者医療保険料
（第５期分）

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

納期限

　

１
か
ら
5
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

豊
川
上
下
流
域
と
し
て
、
水
で
つ
な

が
っ
て
い
る
田
原
市
と
○
○
○
町
は
、

今
年
提
携
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

２　

朝
ご
は
ん
の
健
康
的
な
効
果
の
ひ
と

つ
に
、
○
○
○
予
防
が
あ
り
ま
す
。

３　

７
月
28
日（
水
）
か
ら
８
月
22
日（
日
）

に
か
け
て
、
市
内
９
か
所
に
お
い
て

○
○
○
○
○
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
延

べ
４
８
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４　

今
月
の
お
手
軽
３
分
○
○
○
○
○
○

は
、
か
ん
た
ん
な
動
き
で
ウ
エ
ス
ト
を
引

き
締
め
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

５　

11
月
は
児
童
虐
待
○
○
○
推
進
月

間
で
す
。
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
あ

っ
た
ら
、
身
近
な
関
係
者
に
相
談
や
通

告
を
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
11
月
19
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
10
月
号
の
答
え
】
そ
ん
ぞ
く

（
応
募
総
数
51
通
中
、正
解
51
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

1

2

3

4

5

人身22件（192件）
負傷26人（240人）
死亡０人（０人）
物損131件（1113件）

火災6件（29件）
救急165件（1585件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗3件（47件）
乗物盗16件（69件）
非侵入盗5件　（59件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

９月

田原警察署　 23局０１１０
エイペック

◉２０１０年ＡＰＥＣ横浜の警備にご協力ください

　国際会議開催中のテロ事件などを未然に防ぐため、神
奈川県横浜市の会場周辺や名古屋駅を始めとする主要
な駅、中部国際空港などに、警察官を配置し警備を行って
います。検問などで行き先をお尋ねしたり、持ち物や車のト
ランクの中などを確認させていただいたりすることがありま
すので、ご協力をお願いします。
　もしも「不審な人物」や「不審な車（物）」などを見掛けた
ときは、１１０番通報をお願いします。

◉２０１０年ＡＰＥＣ横浜開催
　ＡＰＥＣ閣僚会議１１月１０日水・１１日木
　ＡＰＥＣ首脳会議１１月１３日土・１４日日
 
※ＡＰＥＣとは、アジア太平洋経済協力の略
　称。現在、アメリカ、ロシア、中国、韓国など
　２１の国と地域が参加。

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると
節水率が開始されるライン（節水率検討）

10/20現在
82.6％

7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20

環境基準達成まであと少しです。みんなで田原の海を守っていきましょう。
●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美湾

3月 5月 8月 11月 2月 5月 8月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
毎月１回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

環境基準◎馬草沖・渥美湾 2㎎/ℓ以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖 8㎎/ℓ以下
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本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.677 平

成
22

年
11

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,397人　総人口

33,545人　男性

32,852人　女性

21,609世帯世帯数

62人出生 39人死亡

95人転入 162人転出

－44人増減 ※増減は9月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年10月１日現在）

お化けカボチャや魔女を折っ

て、ハロウィンができたよ。

形を正確に模写し、お寿
司を握っている様子を、
パロディとして表現する
ことができました。

評 評
東部中学校３年

岡本実菜さん

大きなお芋や小さなお芋。いろ

んなお芋が掘れたよ。

おお　　　　　　いも　　ちい　　　　　　いも

 いも　 　ほ

　　　　　　　み　 　な

　　　　  かい　   る　　　　　　あお　 ば

東部中学校３年

仲谷天翔くん
　 たか　　と

小中山保育園

小川碧波ちゃん（６歳）

大羽   基己 先生
小中山保育園

青木魁琉くん（５歳）

少女の表情をよくとら
え、タマネギを切るとき
に出る涙をイメージして
描くことができました。

評 お芋が掘れるたびに、うれしそうに見せて
くれましたね。最後までがんばって掘っ
た、碧波ちゃんの様子が伝わってきます。

　　いも　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　み　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 さい　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

 　　　あお　ば                           よう　す　　　つた

評 折り紙が好きな魁琉くん。細かな所まで、丁
寧に折ることができました。とてもにぎやか
なハロウィンになりましたね。

　お　　　がみ　　　す　　　　　　かい　る　　　　　　こま　　　 　ところ　　　　　　てい

ねい　　　お　　　　　　　

 　

　　　ば　　　　　　　　　　　　　　ま　じょ　　　お

東洲斎写楽
「竹村定之進」模写

ヨハネス・フェルメール
「青いターバンの少女」模写

▼
介
護
福
祉
士
の

国
家
資
格
取
得
な

ど
を
目
指
す
田
原

福
祉
専
門
学
校
。

学
生
た
ち
手
作
り

の
学
園
祭
は
、
福
祉
施
設
や
地
域
か

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
と
て
も
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。「
た
っ

ぷ
く
」
で
学
ぶ
２
年
間
、
学
園
祭

の
開
催
だ
け
で
な
く
、
学
生
た
ち

は
田
原
凧
ま
つ
り
や
田
原
祭
り
な

ど
の
行
事
に
も
参
加
し
、
地
域
に

溶
け
込
ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
表
紙
の
撮
影
中
、
笑

顔
が
絶
え
な
い
皆
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
若
い
力
を
注
い
で
く

だ
さ
い
ね
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
「
た
っ
ぷ
く
祭
」。

今
年
は
、
学
生
た
ち
の
２
年
分
の

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
若
者
た
ち
の
笑
顔
は
、

ま
ち
を
明
る
く
輝
か
せ
ま
す
ね
！

（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】た
っ
ぷ
く
祭（
田
原
福
祉
専
門
学
校
）
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